
 
 
 
 
 
 
 

２０１２年２月２９日(水) 
 

第一三共ヘルスケア株式会社 
 

ＯＴＣ医薬品初、患部に貼って直接効く“口腔内溶解型フィルム貼付剤”の口内炎治療薬 

｢トラフル® ダイレクト｣を新発売 
発売日：２０１２年３月８日（木） 

 

第一三共ヘルスケア株式会社（本社：東京都中央区、社長：髙橋利夫）は、口内炎治療薬ブランド           

「トラフル」から、口腔内溶解型フィルム貼付剤の口内炎治療薬「トラフル ダイレクト」（ＯＴＣ医薬品：     

指定第２類医薬品）を本年３月８日（木）に新発売します。 

 

口内炎はしみて食事がとりにくい、しゃべりにくいなど日常生活への影響は

少なくありません。２０１１年に当社が実施した調査によると、過去１年以内

における口内炎の経験率は２０～３０代の男女で６０％＊１と高く、最も高い 

２０代女性では７１％＊２にのぼります。 
 

「トラフル」ブランドは、２００８年に口腔内の炎症を飲んで治す「トラ  

フル錠」、２０１０年には口腔内奥の患部にも使いやすいジェル状液のスプレー

タイプ外用剤「トラフル クイックショット」を発売し、優れた消炎作用と使い

やすい剤形により、口内炎治療における新たな価値を提供してまいりました。 
 

このたび発売する「トラフル ダイレクト」は、ＯＴＣ医薬品初となる口腔内溶解型フィルム貼付剤を採用した   

口内炎治療薬です。患部に抗炎症成分を配合したフィルムを貼ることで、薬剤が患部に直接浸透して優れた効果を

発揮します。約０.１７ｍｍの薄いフィルムは違和感が少なく、口腔内で徐々に溶け、使用後にはがす必要があり  

ません。 

４月上旬より放映する「トラフル ダイレクト」のＴＶ-ＣＭでは、口内炎治療における新たな選択肢となる   

“口腔内溶解型フィルム貼付剤”の特徴を伝えてまいります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊１ ｎ=４,０００   ＊２ ｎ=１,０００   ＊３ 「口内炎（アフタ性）」とは、頬の内側や舌、唇の裏側などに、周りが赤っぽく、中央部が浅くくぼんだ白っぽい円形の痛みを伴う

浅い小さな潰瘍（直径１０ｍｍ未満）が１～数個できた炎症の総称です。栄養摂取の偏り、疲労、睡眠不足、ストレスなどが関与するといわれていますが、原因は明確ではありません。 
 

 
 

 
 

 

〔 製品特徴 〕 

◎ はれや痛みなどを伴う口内炎（アフタ性）＊３に優れた効果を発揮します。 

◎ 副腎皮質ホルモン（ステロイド成分）の抗炎症成分「トリアムシノロンアセトニド」を配合しています。 

◎ 薄さ約０.１７ｍｍ、直径１２ｍｍのフィルムが患部に密着し、ダイレクトに効果を発揮します。 

◎ 口腔内で徐々に溶けるフィルム製剤なので、はがす必要がありません。 

◎ 無味・無臭です。 



 
新製品概要 

 
[第一三共へルスケア製品] 

製 品 名 「トラフル® ダイレクト」 

分   類 指定第２類医薬品 

包装・価格 
＜包装＞     ＜メーカー希望小売価格（税込み）＞ 

１２枚           １,２６０円 

成   分 

１枚中 

成分 分量 

トリアムシノロンアセトニド ０.０２５ｍｇ 

添加物： ポビドン、ヒドロキシプロピルセルロース、マクロゴール、Ｌ-アスコルビン酸ステアリン酸エステル、 

酸化チタン、黄色５号、ヒプロメロースフタル酸エステル、セラック、グリセリン脂肪酸エステル 

効能・効果 口内炎（アフタ性） 

用法・用量 

年齢 使用方法 

成人（１５歳以上） １患部に、１回１枚、１日１～２回 

オレンジ色面を患部粘膜に付着させて用います。 小児（５歳以上） 

５歳未満 使用しないで下さい。 
 

販 売 元 第一三共ヘルスケア株式会社 

製造販売元 救急薬品工業株式会社 

発 売 日 ２０１２年３月８日（木） 

 
 
 

「トラフル」ブランドサイト： www.traful.jp 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


